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磁気嵐やサブストームが起こると、内部磁気圏で数百 keV から数 MeV の高エネルギーイオンが見られることが

知られている。しかし、加速の途中段階にある数十から 200keV/q の中間エネルギー粒子に関するデータが足りな

いため、その加速機構や粒子の起源はあまり理解されていないのが現状である。これは磁気圏物理の(そして宇宙

物理の)最も重要な問題のひとつである。これを解決する鍵となる情報は、粒子のエネルギー分布、電離度、質量(粒

子種)である。また、このエネルギー帯の粒子の成分や 3 次元分布関数は、プラズマ波動がストーム時のリングカ

レントに与える影響を理解するうえでも重要である。 

そこで我々は、中間エネルギーイオン質量分析器(MIMS)の開発に着手した。この分析器は、静電分析部(エネル

ギーを電荷でわった値 E/q を計測)、TOF 部(速度 vを計測)、SSD(エネルギーEを計測)からなり、その 3つの計測

値から入射粒子のエネルギーE、質量 m、電荷 qを求めることができる。また、TOF データのスタート・ストップ信

号と SSD での信号とのトリプルコインシデンスをとることにより、ノイズの除去をはかる。これら個々の分析器は

ごくありふれたものであるが、それらを単純に組み合わせて中間エネルギー帯の計測器に応用することは、サイ

ズ・重量・耐電圧・電力など様々な面で無理がある。しかし、現在考案中の静電分析部は、サイズを抑えながら高

感度が得られ、かつ全ピッチ角分布をも視野に入れる画期的なものであり、TOF 部のデザインは、小型衛星へ搭載

できるほどの低重量を可能にするものである。 

今回は、分析器の開発状況と、今後の課題について発表する。 

 


